
「
命
と
健
康
は
平
等
」
と
い
う

理
念
の
下
に
国
民
健
康
保
険
制

度
が
確
立
さ
れ
、
幕
別
町
で
は
今
年
３

月
末
現
在
で
、
７
６
１
０
人
が
加
入
し

て
い
る
。
加
入
者
の
53
・
８
％
が
所
得

１
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
が
、
税
負
担

は
社
会
保
険
等
の
１
・
５
倍
か
ら
２
倍

近
く
も
高
い
。
さ
ら
に
、
２
０
１
８
年

に
は
北
海
道
全
体
の
広
域
化
が
決
定
さ

れ
て
お
り
、
新
た
な
税
負
担
や
徴
収
強

化
も
心
配
さ
れ
る
。
誰
も
が
安
心
し
て

必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
次
の

点
を
伺
う
。

(1)
市
町
村
国
保
の
総
収
入
に
占
め
る
国

庫
負
担
金
の
割
合
は
、
１
９
８
０
年
度

の
57
・
５
％
か
ら
２
０
１
２
年
度
は

22
・
８
％
ま
で
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
分
町
民
の
保
険
税
が
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

(2)
加
入
者
の
所
得
の
全
国
平
均
は
、

１
９
８
４
年
度
の
１
７
９
万
円
か
ら

２
０
１
２
年
度
に
は
１
４
１
万
円
に
下

が
っ
て
い
る
。
幕
別
の
実
態
は
。

(3)
国
の
低
所
得
者
対
策
支
援
費
は
保
険

料
の
軽
減
に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

(4)
病
院
窓
口
の
負
担
軽
減
制
度
の
拡
充

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

(5)
広
域
化
に
よ
る
制
度
の
後
退
を
招
か

な
い
対
策
を
。

(1)
国
保
会
計
の
総
収
入
に
占

め
る
国
の
負
担
金
は
下
が
っ
て
き
て
い

る
が
、
医
療
給
付
費
に
占
め
る
国
や
都

道
府
県
の
負
担
は
、
昭
和
59
年
以
降
50

％
と
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
国
民
健

康
保
険
が
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
、
大

変
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の
引

上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
大
き
な
要
因

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

(2)
現
状
で
把
握
で
き
る
国
民
健
康
保
険

普
通
調
整
交
付
金
の
算
定
に
用
い
る
基

準
総
所
得
金
額
調
査
に
よ
る
数
値
で

は
、
平
成
15
年
度
は
１
９
９
万
円
で
あ

り
、
24
年
度
で
は
１
５
７
万
円
に
減
少

し
て
い
る
。

(3)
国
の
財
政
支
援
が
昨
年
度
か
ら
約

１
７
０
０
億
円
拡
充
さ
れ
て
い
る
が
、

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
、
昨
年
度
は
一
般

会
計
か
ら
９
３
４
０
万
円
の
法
定
外
繰

り
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の
引
き
上
げ

を
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
国

民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤
の
強
化
と
健

全
な
財
政
運
営
に
向
け
た
財
源
と
し

て
、
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

(4)
国
民
健
康
保
険
法
第
44
条
に
規
定
す

る
一
部
負
担
金
の
減
免
制
度
の
実
施
に

当
た
り
、
幕
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例
施

行
規
則
第
18
条
の
規
定
と
、
平
成
23
年
に

制
定
し
た
幕
別
町
国
民
健
康
保
険
一
部

負
担
金
の
減
免
等
に
関
す
る
要
綱
に
基

づ
き
、
制
度
の
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
本
制
度
の
適
切

な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
厚
生
労
働

省
保
険
局
長
通
知
や
他
市
町
村
の
状
況

な
ど
を
十
分
に
調
査
し
て
い
く
中
で
、

低
所
得
等
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
、
町
が
ど
こ
ま
で
対
応

で
き
る
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

(5)
賦
課
・
徴
収
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
市
町
村
が
担
う
こ
と
と
な
る
が
、
広

域
化
に
伴
い
徴
収
強
化
に
つ
な
が
る
も

の
で
は
な
く
、
状
況
に
よ
っ
て
は
納
税

者
の
相
談
に
応
じ
る
姿
勢
は
、
従
前
同

様
で
あ
り
、
国
保
の
安
定
的
な
財
政
運

営
を
行
う
上
で
貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
事
務
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
、
適
正
か
つ
適
切
に

実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
本
年
６
月
に
行
っ
た

広
域
化
に
向
け
た
北
海
道
の
担
当
者
と

の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
市
町
村
に
対

す
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供
と
意
見
収

集
、
制
度
移
行
に
当
た
っ
て
の
激
変
緩

和
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

要
望
し
た
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開

始
時
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料
軽
減
策

は
、
来
年
度
か
ら
廃
止
に
な
り
保
険
料

が
引
き
上
が
る
。
国
保
も
広
域
化
で
同

じ
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
声
を
挙

げ
て
い
く
べ
き
。

町
村
会
を
通
じ
て
訴
え
て
い
く
。

答問
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
保

制
度
の
慎
重
な
見
直
し
が
進
む
よ
う
取
り
組
む

負
担
の
大
き
い
国
保
制
度
の
改
善
を

■ 一 般 質 問 ■ 

❺

問

町
　
長

役場１階の住民生活課（国保医療係）

の窓口

中橋　友子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）
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答


